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ふりがな いっぱんしゃだんほうじんおかやませいしんいりょうあどぼけいとせんたー 

団体名 一般社団法人おかやま精神医療アドボケイトセンター 

代表者名 岡本由美 

連絡先 

住所 
岡山県岡山市南区福成３丁目６−２２ 内 岡山パブリック法律事務所岡山南支
所内 

TEL 070843893737 

E-mail info@okayama-adovocate.org 

URL https://okayama-adovocate.org/ 

設立年（西暦）      2022 年 

助成活動名 精神科病院へ入院中の方の尊厳と権利を擁護するためのアドボケイト活動 

助成額   1,000,000 円 

活動内容 

目的 

 
当団体は、任意団体として 2022 年 6 月に活動を開始し、2022 年 12 月 12 日に
一般社団法人を設立しました。当団体の事業は本人が自らの権利を擁護するこ
とが困難になる可能性が高い精神科病院の入院者への意思表明支援を柱とした
アドボケイト活動です。今般の精神保健福祉法改正において、アドボカシーの
一端を担う入院者訪問支援事業が導入され 2024 年からは本格施行となりました
が、国の定めたその対象範囲は限定的です。当法人が活動開始後、電話・訪問
相談件数は月を追うごとに増加し、ニーズの高さがうかがえます。需要に対し
て、実働できるアドボケイトの数は十分ではないこと、相談内容も多岐にわた
っていることから、今後もアドボケイトの養成・育成・スキルアップの機会は
必須です。また、岡山県内の精神科病院のすべての病院において、本活動が開
始できてはおらず、県内精神科病院・職員・関係者・市民に対して引き続き活
動の理解を求め、普及啓発を継続することが必要です。今後さらにアドボケイ
ト活動を継続・発展させるために本活動助成を頂きたく貴財団の助成金の申請
をさせていただきました。 
 

内容 

 
① フォローアップ研修の実施 

2026 年 2 月 14 日に、熊本大学の矢原隆行氏を講師として招き、和歌山
県、佐賀県のアドボケイト活動従事者とも連携し、アドボケイト活動の経
験者を対象としたフォローアップ研修を実施しました。（参加者 15 名）。 
研修では、活動の中で感じている葛藤や思い「もやもや」と言語化して、
それを題材にその背景や意味を整理し、「アズイフ形式」を用いて多様な立
場を体験的に理解するワークを行いました。参加者同士の対話を重視し、
自身の実践を振り返るとともに、入院者の方に思いを馳せ、多角的に他者
理解を深める機会となりました。 

 
② 入院者訪問支援事業 実践報告会の開催 

2026 年 2 月 15 日に、当センターの活動を共有し、対話を通じて精神医療
における権利擁護の在り方を検討することを目的とした報告会を開催しま
した。コーディネーターとして矢原隆行氏を迎え、運営委員が活動の中で
の気づきや課題を語り、それをもとに参加者同士が対話を行いました。医
療・福祉関係者や市民など多様な立場から 50 名が参加し、相互理解を深め
る機会となりました。 
また、当日の内容を YouTube で公開し(こちら)、インターネット上で関心
のある方にも広く発信を行いました。 
 

https://okayama-adovocate.org/news/%e7%b2%be%e7%a5%9e%e7%a7%91%e7%97%85%e9%99%a2%e3%81%ae%e3%82%a2%e3%83%89%e3%83%9c%e3%82%b1%e3%82%a4%e3%83%88%e6%b4%bb%e5%8b%95%e3%82%92%e5%8b%95%e7%94%bb%e3%81%a7%e7%9f%a5%e3%82%8b%ef%bc%9a%e5%85%a5/


当初の
計画か
らの変
更点 

概ね当初の計画通り実施することができました。 
しかし、全国ネットワーク構築に向けた取組については、当初の想定以上に関心
が高く、参加地域や関係者との調整に時間を要したため、段階的な検討プロセス
へと発展的に変更しました。 

成果 

フォローアップ研修の実施により、アドボケイトが日々の活動の中で抱える葛
藤や迷いを言語化し、他者との対話を通じて整理する機会を創出することがで
きた。これにより、個々の実践における視点の広がりや、他者理解の深化が促
され、活動の質の向上につながりました。 
また、「アズイフ形式」を用いた体験的な学びにより、入院者や医療者など多様
な立場への想像力が高まり、より丁寧な関わりを実践するための基盤が形成さ
れました。こうしたフォローアップ研修を実施している地域は限られており、
本取組は他地域からの問い合わせや見学依頼につながるなど、先駆的な実践と
して波及効果を生んでいます。 
 
また、実践報告会においては、全国から集まった 50 名の参加者が立場を越えて
対話を行うことで、精神科アドボケイト及び入院者訪問支援事業の意義や精神
医療における権利擁護の重要性について理解が深まりました。活動の現場での
具体的な語りを共有することで、参加者それぞれが自身の実践や立場を見つめ
直す契機となりました。 
 
さらに、全国ネットワーク構築に向けた取組を通じて、各地の実践者同士のつ
ながりが生まれ、今後の継続的な情報共有や協働の基盤が形成されました。こ
れにより、地域を越えた実践の質の向上と制度の発展に向けた土台づくりが進
みました。 

今後の課題と対
応策 

 
アドボケイト活動の質を維持・向上していくためには、継続的な研修機会の確保が重要で
すが、担い手の確保や運営体制の強化が課題となっています。また、全国的に実施状況に
は格差がでてきており、今後はフォローアップ研修の体系化や実施機会の拡充を図り、よ
り多くの担い手が参加できる仕組みを整備する必要を感じています。 
 
また、活動の安定的な継続に向けては、財源の確保とともに、行政や関係機関との連携強
化が不可欠です。加えて、全国ネットワークの構築をさらに進めることで、各地の実践を
支え合う体制を整備し、地域間格差の解消と制度の充実につなげていきます。 
 



写真の提出 

2 月 14 日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2 月 15 日 

 


